
 

○ 秋から春にかけては、「黄砂」の飛来や「ＰＭ２.５」の上昇が多く観測され、空気

が霞んで見える日もある。 

紫外線が強くなる春を中心に、「光化学オキシダント」も高濃度となりやすい。 

○ 令和４年１２月には、県内の広範囲で、火山ガスの流入が原因とみられる硫黄臭が

確認される事例も発生。 

 

○ 大気汚染の見通しを予測するべく、平成３０年度から県保健環境研究所において、

「大気汚染予測システム（Fcast（エフキャスト））」の研究開発を進めてきた。 

気象モデルや大気汚染物質の排出量等によるシミュレーション結果をＡＩで補正す

ることにより、光化学オキシダントの当日予測値では予測精度が９０％を超えた。 

○ Fcast の予測結果を大気汚染予報として、１月２９日(水)から、常時、ＷＥＢ公開

する。 

   



 

○ 大気汚染予報では、１時間毎の大気汚染の予測結果を動画で視聴可能（Point1）。 

また、「県内４地域別」に「３日先」までの大気汚染の見通しを、「５段階」で確認

可能（Point2,3）。 

○ 一部の自治体では高濃度の大気汚染が予測される場合などに限定して情報発信を行

っているが、複数の大気汚染物質の詳細な予測結果を常時公開するのは全国初。 

 

○ 県民の皆様には、外出時のマスク着用、洗濯物の外干し、野外での活動を行う際な

どに、大気汚染予報を参考としていただきたい。 

特に、呼吸器系や循環器系に疾患をお持ちの方、アレルギー体質の方、高齢者や小

さいお子さんは、大気汚染の影響を受けやすいと言われているので、大気汚染予報を

是非活用していただきたい。 

○ 事業者や学校関係者の皆様には、工場の操業計画や、野外イベントの開催を検討す

る際などに、大気汚染予報を参考としていただきたい。 



 

１．大気汚染予測システム （Fcast ： Fukuoka Air Pollution Forecast System） 

福岡県保健環境研究所が平成３０年度から開発してきた、福岡県内の大気環境をシミュレーション

し大気汚染物質の濃度を予測するシステム。 

｢気象データ（領域気象モデルにより計算）」「排出量データ」を基に、大気汚染物質の濃度シミュ

レーションを行っている。 

また、ＡＩ技術を活用して予測結果を自動補正（過去の誤差傾向を基に補正）する機能も備えてい

る。 

大気汚染予測システムの概要 

   気象データ(領域気象モデル)          排出量データ※  

                             ※国内外の主要発生源、
国内の船舶･自動車、 
火山等から排出される
大気汚染物質の量 

 

 

 

 

 

※5km メッシュ単位,１時間毎 

※AI により予測結果を自動補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参 考 

大気汚染シミュレーション 

REAS
(アジア人為起源排出量)

環境省PM2.5 EI
(国内自動車排出量)

NO, NO2, SO2, VOC, …

NO2, SO2, VOC…・
・
・



２．予測結果の表示等 

(１) 光化学オキシダント，微小粒子状物質，二酸化硫黄 

予測表示 判断基準の概要 情報発信する注意内容 

低い 
 環境基準よりもかな

り低い 
＜特になし＞ 

少し高い 

 

環境基準よりも低い 

【二酸化硫黄のみ】 

硫黄臭を感じる可能性はありますが、健

康影響を心配する状況にはならない見込み

です。 

高い 

 

環境基準を超過 

呼吸器系や循環器系に疾患をお持ちの

方、アレルギー体質の方、高齢者・小児の

方は、念のためお気を付けください。 

かなり高い 

 

環境基準よりも 

かなり高い 

特に呼吸器系や循環器系に疾患をお持ち

の方、アレルギー体質の方、高齢者・小児

の方は、野外での激しい運動を控えるなど

慎重に行動されることをお勧めします。 

非常に高い 

 

注意報・注意喚起を

発令するレベル 

特に呼吸器系や循環器系に疾患をお持ち

の方、アレルギー体質の方、高齢者・小児

の方は、不要不急の外出を控えるなど慎重

に行動してください。 

＜補足＞ 環境基準とは、環境基本法第１６条に基づき定められた、「人の健康を保護し、生活
環境を保全する上で維持することが望ましい基準（行政上の目標）」のこと 

 (２) 黄砂 

予測表示 判断基準の概要 情報発信する注意内容 

飛来予測なし 
 

視程１０ｋｍ以上 ＜特になし＞ 

飛来予測あり 

（影響小） 

 

視程１０ｋｍ未満 

（風景がぼんやり

と霞む程度） 

特に呼吸器系や循環器系に疾患をお持

ちの方、アレルギー体質の方、高齢者・小

児の方は、外出する場合はマスクを着用す

るなど慎重に行動されることをお勧めし

ます。 

飛来予測あり 

（影響大） 

 
視程５ｋｍ未満 

（車や洗濯物など

の表面への砂の

付着が目立ち始

めるレベル） 

特に呼吸器系や循環器系に疾患をお持

ちの方、アレルギー体質の方、高齢者・小

児の方は、不要不急の外出を控えるなど慎

重に行動してください。 

＜補足＞ 視程とは、観測場所から見ることのできる距離の程度を表す気象用語であり、地表付
近の大気の混濁の程度を表している。 

 

  



３．大気汚染予報の対象となる物質 

物質名 説明 

光化学 

オキシダント 

自動車の排気ガスや工場の煙などに含まれている大気汚染物質が、太陽の強

い光を浴びて変化することにより発生します。 

目がチカチカしたり、のどが痛くなったりするなど、私たちの健康に被害が

出るほか、植物にも害を与えます。 

微小粒子状物質 

（PM2.5） 

大気中にある２.５μｍ以下のとても細かい粒子状の物質であり、とても小

さいため肺の奥深くまで入りやすく、人間の健康に悪い影響を与えます。 

人間の暮らしによって大気中に出された汚染物質が原因となって発生する

ほか、火山の噴火などの自然現象も発生原因となります。 

二酸化硫黄 

（SO２） 

硫黄分を含む石油や石炭を燃焼させることにより生じるほか、火山性ガスに

も多く含まれています。 

四日市ぜんそくなどの公害病の原因物質として知られており、呼吸器系を刺

激し、せき、ぜんそく、気管支炎などの障がいを引き起こします。 

黄砂 

東アジアの砂漠から強風により大気中に舞い上がった砂（土壌・鉱物粒子）

が、浮遊しつつ降下する現象のことを指します。 

日本へ飛来する粒子の大きさは４μｍ付近のものが主ですが、一部 2.5μｍ 

以下の微小な粒子も含まれており、PM2.5の測定値も上昇することがあります。 

明確な結論は得られていませんが、黄砂による健康影響については、アレル

ギー症状を引き起こす、喘息等の症状が悪化する等の報告もあります。 

（単位の説明） １μｍ（マイクロメーター）＝１ｍの 100 万分の１（１ｍｍの 1,000 分の１） 
       2.5μｍは髪の毛の太さの 30 分の 1程度 

 

 

４．判断基準に用いる予測濃度 

 光化学オキシダント 微小粒子状物質（PM2.5） 二酸化硫黄 

低い ０.０３０ ｐｐｍ 以下 １５ μｇ/㎥ 以下 ０.０１０ ｐｐｍ 以下 

少し高い ０.０３１～０.０６０ ｐｐｍ １６～３５ μｇ/㎥ ０.０１１～０.０４０ ｐｐｍ 

高い ０.０６１～０.０８９ ｐｐｍ ３６～４９ μｇ/㎥ ０.０４１～０.１００ ｐｐｍ 

かなり高い ０.０９０～０.１１９ ｐｐｍ ５０～７０ μｇ/㎥ ０.１０１～０.１９９ ｐｐｍ 

非常に高い ０.１２０ ｐｐｍ 以上 ７１ μｇ/㎥ 以上 ０.２００ ｐｐｍ 以上 

（単位の説明） １μｇ（マイクログラム） ：１ｇの 100 万分の１ 
ｐｐｍ（ピーピーエム）  ： 100 万分の１（0.0001％） 

 


